
国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
蔵

田
中

本
室

町
期

歌
会

資
料

四
点

－
釈

文
・

略
解

題
－

石
澤

一
志
＊
・

酒
井

茂
幸
＊
＊
・

武
井

和
人
＊
＊
＊
・

日
高

愛
子
＊
＊
＊
＊

【
緒

言
】

小
論
の
目
的
は
、
未
刊
・
未
整
理
の
ま
ま
残
さ
れ
て
ゐ
る
多
く
室
町
期
歌
会
資

料
（
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
も
の
）
の
内
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
田
中
本
か

ら
、
現
在
に
至
る
ま
で
全
文
の
釈
文
が
公
に
さ
れ
て
ゐ
な
い
四
点
の
歌
会
資
料
に

つ
い
て
、
釈
文
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。

各
歌
会
資
料
に
関
す
る
本
格
的
な
考
証
は
、
あ
げ
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

底
本
と
し
た
伝
本
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
田
中
本
の
以
下
の
四
点
で
あ

る
。１

享
徳

三
年

御
会

懐
紙

写
〔
Ｈ

－
七
四
三

－
一
七
〕
（
武
井
）

２
続

十
首

和
歌
〔
Ｈ

－
七
四
三

－
一
〇
九
〕
（
酒
井
）

３
天

文
廿

三
年

御
会

始
〔
Ｈ

－
七
四
三

－
三
三
一
〕
（
日
高
）

４
天

文
廿

四
年

御
会
〔
Ｈ

－
七
四
三

－
三
三
二
〕
（
石
澤
）

（
）
は
礎
稿
作
成
担
当
者
。
な
ほ
、
礎
稿
は
相
互
に
検
討
し
て
ゐ
る
。
底
本
の

書
誌
に
つ
い
て
は
、
【

略
解

題
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。

釈
文
作
成
に
あ
た
り
、
以
下
の
方
針
に
従
つ
た
。

漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。

１
享
徳
三
年
御
会
懐
紙
写
は
万
葉
仮
名
書
で
書
写
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
も

通
行
の
平
仮
名
に
統
一
し
た
。

丁
移
り
を
、
」
一
・
」
一
一
の
如
く
示
し
た
。

上
句
と
下
句
の
間
に
、
一
字
分
空
白
を
挿
入
し
た
（
１
享
徳
三
年
御
会
懐
紙

写
を
除
く
）
。

底
本
に
お
い
て
一
首
二
行
書
の
場
合
も
、
一
行
書
に
統
一
し
た
（
１
享
徳
三

年
御
会
懐
紙
写
を
除
く
）
。

本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費

Ｊ
Ｐ
２
６
３
７
０
２
０
０
、
Ｊ
Ｐ
１
７
Ｋ
０

２
４
０
７
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
武
井
和
人
）
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三
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１
享

徳
三

年
御

会
懐

紙
写

〔
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
田
中
本
『
享
徳
三
年
御
会
懐
紙
写
』
（
Ｈ

－
七
四
三

－
一
七
）
〕

＊
下
段
ニ
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
『
禁
中
御
会
和
歌
』
〔
五
〇
一
・
三
三
六
〕

所
収
本
ト
ノ
異
同
ヲ
掲
出
シ
タ
。

享
徳

三
年

御
会

○
享
徳
三
年
御
会

－
内
裏
享
徳
三

懐
紙
写
（
外
題
）

詠
竹
不
改
色

○
懐
紙
写

－
ナ
シ

倭
哥

く
れ
た
け
の
さ
枝
に

し
る
し
わ
か
友
の
八
百

よ
ろ
つ
代
も
お
な
し
み

と
り
は

一
尺
二
寸
九
分

夏
日
同
詠
竹
不
改
色

和
謌

○
和
謌

－
和
哥

式
部
卿
貞
常
親
王

ち
き
れ
な
を
お
な
し
と

き
は
の
か
け
た
か
き
君

と
竹
と
の
千
世
の
ゆ

く
す
ゑ
」
一

夏
日
詠
竹
不
改
色

○
ナ
シ

－
一
尺
三
寸
一
分
（
「
夏
」
字
鼇
頭
、

和
歌

以
下
同
）

准
三
宮
兼
良

○
和
歌

－
和
哥

君
か
た
め
う
へ
て
も

し
る
く
河
た
け
の
千

い
ろ
に
千
代
の
色
そ
こ

も
れ
る

夏
日
詠
竹
不
改
色

○
ナ
シ

－
一
尺
二
寸
九
分

和
歌

○
和
歌

－
和
哥

関
白
持
通

葉
か
へ
せ
ぬ
い
く
千
と

せ
を
か
く
れ
竹
の
な

お
此
君
と
代
は
な
ひ

き
つ
〻
」
二

夏
日
同
詠
竹
不
改
色

○
ナ
シ

－
一
尺
三
寸
二
分

和
歌

○
和
歌

－
和
哥

従
一
位
藤
原
公
保

と
こ
と
は
の
色
に
な

れ
つ
〻
君
の
み
そ
み

き
り
の
竹
の
万
代

ま
て
に

夏
日
同
詠
竹
不
改
色

○
ナ
シ

－
一
尺
三
寸
二
分

和
謌

○
和
謌

－
和
哥

従
一
位
藤
原
実
量

い
ろ
か
へ
ぬ
み
と
り
を

（
マ
マ
）


友
と
き
み
も
な
を
い
ち

○
い
ち
よ

－
八
千
世

よ
や
ち
き
る
竹
の
う

て
な
に
」
三

夏
日
同
詠
竹
不
改
色

○
以
下
、
義
政

�
実
雅

�
資
任

�
公
綱

�

和
謌

雅
親

�
勝
光

�
ト
配
列
サ
ル

従
二
位
藤
原
資
任

○
ナ
シ

－
一
尺
二
寸
八
分

 

（ 

四
〇 

）



か
そ
へ
つ
〻
き
み
そ

○
和
謌

－
和
哥

見
る
へ
き
色
か
へ
ぬ

竹
に
は
千
世
の
い
く
か
へ

り
と
も

夏
日
同
詠
竹
不
改
色

○
ナ
シ

－
一
尺
二
寸
八
分

和
謌

○
和
謌

－
和
哥

権
大
納
言
藤
原
公
綱

陰
た
か
き
み
か
き
の

内
に
千
代
こ
め
て
か
は

ら
ぬ
竹
の
み
と
り
ひ

さ
し
も
」
四

夏
日
同
詠
竹
不
改
色

○
ナ
シ

－
一
尺
二
寸
九
分

和
謌

○
和
謌

－
和
謌

権
大
納
言
源
義
政

政

○
義
政

－
義

－

百
し
き
や
み
か
き
の

竹
の
世
〻
へ
て
も
か
は

ら
ぬ
い
ろ
は
君
の
み

そ
見
む

夏
日
同
詠
竹
不
改
色

和
哥

大
宰
権
帥
藤
原
実
雅

い
ろ
か
へ
ぬ
み
か
き
の

竹
の
君
か
代
に
あ
へ

る
と
き
は
の
か
け
や
そ

ふ
ら
む
」
五

夏
日
同
詠
竹
不
改
色

○
ナ
シ

－
一
尺
二
寸
九
分

和
謌

○
和
謌

－
和
哥

権
中
納
言
藤
原
雅
親

す
な
ほ
に
て
み
か
き

の
う
ち
に
色
か
へ
ぬ

竹
の
こ
〻
ろ
は
き
み

や
し
る
ら
む

夏
日
同
詠
竹
不
改
色

○
ナ
シ

－
一
尺
二
寸
六
分

和
歌

○
和
歌

－
和
哥

権
中
納
言
藤
原
勝
光

君
か
へ
む
よ
は
ひ
も

さ
ら
に
わ
か
竹
の
か
は

ら
ぬ
い
ろ
を
と
も
と
ち

き
り
て
」
六

夏
日
同
詠
竹
不
改
色

○
ナ
シ

－
一
尺
二
寸
五
分

和
歌

○
和
歌

－
和
哥

参
議
左
大
弁
藤
原
教
秀

い
く
と
せ
も
色
は
か
は

ら
し
く
れ
竹
の
お
ひ
そ

ふ
か
す
に
千
代
を
か

さ
ね
て

夏
日
同
詠
竹
不
改
色

○
ナ
シ

－
一
尺
二
寸
四
分

和
謌

○
和
謌

－
和
哥

参
議
右
近
衛
権
中
将
藤
原
実
右

君
そ
見
む
色
も
か
は

 

（ 

四
一 

）



ら
て
呉
竹
の
台
に

千
世
の
か
け
を
な

ら
へ
て
」
七

夏
日
同
詠
竹
不
改
色

○
ナ
シ

－
一
尺
二
寸
四
分

和
歌

右
兵
衛
督
藤
原
為
富

さ
ら
に
い
ま
お
ひ
そ
ふ

色
も
千
世
を
ふ
る
み
と

り
も
お
な
し
庭
の
く

れ
た
け

夏
日
同
詠
竹
不
改
色

○
ナ
シ

－
一
尺
二
寸
四
分

和
歌

参
議
右
大
弁
藤
原
綱
光

我
き
み
の
と
き
は
の

御
代
を
ち
き
り
て
や

み
き
り
の
竹
の
色
は

そ
ふ
覧
」
八

夏
日
同
詠
竹
不
改
色

○
ナ
シ

－
一
尺
一
寸
八
分

和
謌

○
和
謌

－
和
哥

蔵
人
頭
右
近
衛
権
中
将
源
雅
行

く
れ
竹
の
葉
か
へ
ぬ
い

ろ
を
よ
ろ
つ
代
の
友
と

や
き
み
も
ち
き
り
を

く
ら
む

夏
日
同
詠
竹
不
改
色

○
ナ
シ

－
一
尺
一
寸
八
分

和
謌

○
和
謌

－
和
哥

蔵
人
頭
左
中
弁
藤
原
資
世

わ
か
き
み
の
め
く
み
を

そ
ふ
る
く
れ
竹
は
か
は

ら
ぬ
色
を
い
く
千
世

か
へ
む
」
九

夏
日
同
詠
竹
不
改
色

和
謌

○
和
謌

－
和
哥

左
近
衛
権
中
将
藤
原
教
国

こ
と
し
な
を
お
ひ
そ
ふ

竹
の
わ
か
み
と
り
色

も
か
は
ら
て
千
世
や
か

さ
ね
む

夏
日
同
詠
竹
不
改
色

和
謌

○
和
謌

－
和
歌

左
近
衛
権
中
将
藤
原
雅
康

う
つ
し
う
へ
て
代
〻
へ
む

（
墨
滅

き
み
か
と
も
な
れ
や

）


竹

竹
の
う
て
な
の
と
き

は
か
き
は
も
」
一
〇

題
者

飛
鳥
井
中
納
言

○
以
下
冒
頭
ニ
ア
リ

読
師

帥
大
納
言

講
師

雅
康
朝
臣

御
製
読
師

関
白

講
師

飛
鳥
井
中
納
言

 

（ 

四
二 

）



享
徳
三
年

○
享
徳
三
年

－
ナ
シ

（
武
井
和
人
）

【
略

解
題
】

底
本
の
書
誌
に
関
し
て
は
、
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
資
料
目
録
［
４
］
田
中

穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
目
録
［
国
文
学
資
料
・
聖
教
類
編
］
』
（
二
〇
〇
五
・
三
、

以
下
『
目
録
』
と
略
称
）
の
記
載
が
、
そ
の
基
礎
的
デ
ー
タ
と
な
ら
う
（
引
用
に

際
し
て
。

【
数
量
】
写
本
一
冊

【
装
丁
】
紙
縒
仮
綴

【
表
紙
】
共
紙
表
紙
、
二
六
・
〇

×
一
八
・
八

【
外
題
】
打
付
、
左
肩
、
墨
書
「
享
徳
三
年

御
会
（
以
上
別
筆
小
字
）
／

懐
紙
写
」

【
本
文
】
四
～
七
行

字
高
二
二
・
五

【
丁
数
】
共
紙
表
紙
共
一
二
丁

【
奥
書
等
】
裏
表
紙
オ
（
巻
末
）
「
題
者

飛
鳥
井
中
納
言
／
読
師

帥
大

納
言
／
読
師

雅
康
朝
臣
／
御
製
読
師

関
白
／
読
師

飛
鳥
井
中
納
言
／

享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
」

【
極
等
】
川
瀬
目
録
・
室
町
末
期

【
備
考
】
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
六
月
十
七
日
に
後
花
園
天
皇
以
下
二
十

名
の
公
卿
殿
上
人
に
よ
っ
て
催
さ
れ
た
歌
会
の
懐
紙
を
転
写
し
た
も
の
。
三

行
五
字
の
字
配
り
な
ど
も
忠
実
に
写
し
て
い
る
。
歌
題
は
す
べ
て
「
竹
不
改

色
」
。
参
加
者
は
順
に
後
花
園
天
皇
（
慣
例
に
よ
り
署
名
し
な
い
）
・
貞
常

親
王
・
一
条
兼
良
・
二
条
持
通
・
三
条
西
公
保
・
三
条
実
量
・
烏
丸
資
任
・

三
条
公
綱
・
正
親
町
三
条
実
雅
・
飛
鳥
井
雅
親
・
日
野
勝
光
・
勧
修
寺
教
秀

・
小
倉
実
右
・
冷
泉
為
富
・
広
橋
綱
光
・
庭
田
雅
行
・
武
者
小
路
資
世
・
滋

野
井
教
国
・
飛
鳥
井
雅
康
。

紙
背
に
、
鷹
司
房
輔
、
勧
修
寺
経
慶
、
中
院
通
茂
等
の
着
到
歌
の
写
し
が

見
え
る
。
（
八
頁
）

な
ほ
、
川
瀬
一
馬
編
『
田
中
教
忠
蔵
書
目
録
』
（
私
家
版
、
一
九
八
二
・
一
一

以
下
『
川
瀬
目
録
』
と
略
称
）
に
は
、
「
享
徳
三
年
御
会
懐
紙
写

一
冊
３
／

室
町
末
期
写
。
仮
綴
。
美
濃
本
」
と
あ
る
（
六
〇
頁
）
。
『
川
瀬
目
録
』
は
底
本
を

「
室
町
末
期
写
」
と
す
る
が
、
紙
背
に
見
え
る
歌
人
達
の
生
没
年
か
ら
考
ふ
る
に
、

江
戸
中
期
写
と
見
做
す
の
が
妥
当
で
あ
ら
う
。

○

本
歌
会
に
つ
い
て
、
早
く
、
『
続
史
愚
抄
』
に
以
下
の
記
載
を
見
る
（
小
字
双

行
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
落
と
し
て
一
行
書
と
し
た
。
以
下
同
様
）
。

（
享
徳
三
年
六
月
）
○
十
七
日
丁
酉
。
有

二
和
哥
御
会

一
。
晴
儀
。
以

二
議
定
所

一
為

二
其
所

一
。
題
。
竹
不

レ
改
色
。
哥
仙
式
部
卿
貞
常
親
王
。
公
卿
関
白

持
通

。

作
二
進
次
第

一
。
已
下
殿
上
人
等
参
仕
。
征
夷
大
将
軍
義
政
。
権
大
納
言
。
為

二
人

数
一
、
読
師
大
宰
権
帥
。
実
雅
。
下
読
師
右
中
将
教
国
朝
臣
。
読
師
ヽ
ヽ
将
雅

康
朝
臣
。
御
製
読
師
一
位
大
納
言
義
政
。
将
軍
。
同
講
師
飛
鳥
井
中
納
言
雅
親
。

奉
行
蔵
人
頭
左
中
弁
資
世
朝
臣
。
伝
奏
民
部
卿
。
親
通
。
今
日
不
参
。
○
綱
光
公

記
、
或
記

ま
た
、
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究

室
町
前
期
』
（
〔
初
版
〕
風
間
書
房
、

一
九
六
一
・
一
二
）
に
お
い
て
も
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
『
禁
中
御
会

和
歌
』
〔
五
〇
一
・
三
三
六
〕
を
紹
介
す
る
中
に
、
次
の
如
き
記
載
を
見
る
。

享
徳
三
年
六
月
十
七
日
宮
中
御
会
（
題
は
竹
不
改
色
。
題
者
等
は
、
御
製
講

師
が
義
政
の
ほ
か
前
年
と
同
。
作
者
は
親
通
・
持
為
が
加
わ
ら
ず
、
兼
良
・

三
条
西
公
保
・
烏
丸
資
任
・
勧
修
寺
教
秀
・
小
倉
実
右
・
広
橋
綱
光
・
武
者

小
路
資
世
が
加
わ
り
、
他
は
前
年
と
同
。
師
郷
記
・
綱
光
記
参
照
）
。
（
一
七

 

（ 

四
三 

）



五
頁
）

ま
た
、
同
書
改
訂
版
（
一
九
八
四
・
六
）
所
掲
「
室
町
前
期
歌
書
伝
本
書
目
稿
」

に
は
、享
徳
三
年

一
四
五
四

甲
戌

六
月

17

内
裏
和
歌
御
会

禁
中
御
会
和
歌
（
書
陵
部
）
・
享
徳
二
年
六
月
十

七
日
和
歌
御
会
詠
草
（
史
料
編
纂
所
）

竹
不
改
色

御
製
・
貞
常
・
兼

良
・
持
通
・
公
保
・
実
量
・
義
政
（
御
製
読
師
）
・
実
雅
（
読
師
）
・
資

任
・
公
綱
・
雅
親
（
題
者
・
御
製
講
師
）
・
勝
光
・
教
秀
・
実
右
・
為
富

・
綱
光
・
雅
行
・
資
世
・
教
国
・
雅
康
（
講
師
）
（
五
九
四
頁
）

と
も
記
載
さ
れ
る
。

以
下
、
関
連
す
る
史
料
を
摘
記
し
て
お
く
。

◆
十
六
日
丙
申
、

晴
、
向
飛
鳥
亭
、
明
日
御
会
詠
草
為
談
合
也
、
先
備
、
叡
覧
畢
、
被
直
下
き
、

凡
先
談
合
飛
鳥
、
後
可
備
、
上
覧
之
処
、
近
年
内
々
儀
歟
、
御
会
進
入
毎
度

（
広
橋
兼
宣
）

直
被
下
間
、
如
此
致
沙
汰
者
也
、
祖
父
入
道
殿
見
御
記
、

室
町
殿
入
見
参

（
二
条
持
通
）


事
、
今
度
被
略
了
、
頃
之
参
殿
下
、
条
々
申
談
之
後
、
帰
蓬
宅
、
雨
下
、
晴

陰
不
定
、

（
『
綱
光
公
記
』
〔
遠
藤
珠
紀
・
須
田
牧
子
・
田
中
奈
保
・
桃
崎
有
一
郎
「
綱

光
公
記

－
享
徳
三
年
暦

－
」
〈
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第
二
一

号
、
二
〇
一
一
・
三
〉
に
よ
る
。
以
下
同
。
底
本
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
蔵
綱
光
自
筆
本
。
（
内
）
は
内
閣
文
庫
蔵
本
〕
）

○

十
七
日
丁
酉
、

陰
、

禁
裏
今
日
和
歌
御
会
也
、
早
旦
遺
請
文
畢
、

竹
不
改
色
、

右
和
哥
題
、
来
十
七
日
内
々
可
被
披
講
、
可
令
予
参
由
、
謹
■
所
請

之
状
如
件
、〔
月
十
四
日
〕
（
内
）


（
広
橋
）

六
［

］
参
議
綱
光

（
挿
入
紙
）


「
十
七
日
、
雖
陰
気
、
不
降
雨
、
三
伏
暑
甚
、
申
剋
計
着
衣
冠
、
下

絬
、
小

雑
色
三
四
本
、
笠
持
等
召
具
参

内
、
尤
雖
可
召
具
布
衣
、
以
略
儀
為
先
、
依
可

（
一
条
兼
良
）
（
二
条
持
通
）


有
和
哥
御
会
也
、
帥
卿
以
下
少
々
已
参
候
、
先
之
准
后
・
関
白
令
参

内
給
、

御
装
束
頭
左
中
弁
就
奉
行
申
行
之
、
母
屋
御
簾
悉
垂
之
、
端
御
簾
悉
巻
之
、

指
図
見
左
、
○
今
見
エ
ズ
、
民
部
卿
為
伝
奏
兼
日
儀
申
沙
汰
之
処
、
俄
称
所
労

不
参
、
何
事
哉
、
頃
之

室
町
殿
内
々
以
御
歩
儀
、
自
唐
門
御
参
、
於
長
橋

局
有
着
御
々
直
衣
、

（
冷

御
下

絬
、
紅
御
単
、

泉
〔
高
倉
〕
永
基
・
永
親
カ
）

前
藤
宰
相
父
子
粧
御
装
束
、
頃
之
出

御
議
定
所
、
関
白
令
候
御
簾
給
、
次
奉
行
職
事
参
御
前
、
蒙

天
気
、
可
召式
部

人
々
歟
所
、
無
其
儀
、
如
何
、
不
依
褻
晴
、
毎
度
事
也
、
尤
不
審
〳
〵
、
次

卿
（
伏
見
宮
貞
常
親
王
）

〔
障
子
脱
カ
〕
議
定
所


親
王
御
方
自
年
中
行
事
辺
入
当
間
、
西
面
、
令
着
座
給
、
次
准
后
・
関
白
令

着
給
、
以
上
東
上
北
面
、
室
町
殿
自
北
方
令
入
当
間
給
、
東
面
、
次
帥
卿
以
下

次
第
入
西
面
北
之
第
一
間
着
座
、

〔
議

〕
〔

所
〕


御
湯
殿
上
也
、
儀
定


狭
少
間
、
白
地
被
用
之
、

見
指
図
、
至
日
野
中
納
言
着
座
、
参
木
一
向
不
着
、
依
狭
少
也
、
但
臨
期
以

（
雅
親
）

（
勧
修
寺
教
秀
）

奉
行
飛
鳥
井
中
納
言
有
座
次
第
可
着
座
云
々
、
仍
左
大
弁
宰
相
以
下
可
着
座

処
、
有
所
存
不
着
、
何
事
哉
、
経
剋
以
外
事
也
、
凡
悉
可
着
座
事
也
、
然
座

狭
少
間
、
至
納
言
可
着
趣
歟
、
兼
有
沙
汰
間
、
左
大
弁
以
下
申
所
存
歟
、
尤

以
不
可
然
事
歟
、
数
輩
上
首
不
殊
儀
不
着
処
、
予
何
可
着
哉
、
云
当
時
儀
、

（
木
幡
）

旁
以
加
斟
酌
、
其
上
次
第
可
着
由
有
上
宣
、
旁
以
勿
論
〳
〵
、
次
雅
遠
持
参

（
東
坊
城
）



文
台
、
次
顕
長
敷
講
師
円
座
、
次
敷
読
師
円
座
、
如
何
、
先
読
師
円
座
可
敷

也
、
又
読
師
円
座
返
様
敷
之
云
々
、
不
可
説
〳
〵
、
次
顕
長
持
参
切
灯
台
、

有
内
敷
、
移
置
高
灯
台
、
灯
退
、

者

便
不
撤
高
灯
台
条
、
如
何
、
然
而
重
可
撤
歟
、
次

奉
行
職
事
取
集
殿
上
人
懐
紙
、
持
参
置
文
台
、
講
師
円
座
、
自
脇
置
之
、
退
出
之 

（ 

四
四 

）



〔
之
カ

〕


時
、
入
座
上
足
膝
行
□
時
、

持

又
進
座
上
、
所
為
如
何
、
又
懐
紙
不
入
懐
中
取
両

手
、
雖
有
先
規
、
当
家
大
略
入
懐
中
、
且
又
多
分
儀
歟
、
但
懐
紙
不
多
間
、

可
持
両
手
由
、
執
柄
幷
飛
鳥
黄
門
被
命
云
々
、
次
予
懐
紙
持
左
右
手
、
文
頭

有
左
、
々
方
少
指
上
テ
持
之
、
凡
左
右
手
指
出
様
持
之
也
、
自
年
中
行
事
障

子
辺
進
出
、
入
脇
戸
北
東
行
、
更
北
行
、
雖
御
眼
路
、
不
蹲
居
、
持
文
故
也
、

〔
例

〕


礼
更
経
簀
子
北
端
也
、
入
北
第
一
間
、
先
入
座
下
足
、

〔
柱
〕
東
、

南
行
経
桂
南
西
室
町
殿
御
着

座
前
也
、
人
々
同
之
、
講
師
円
座
之
前
ニ
跪
テ
聊
披
懐
紙
端
、
見
端
作
、
仮
令
也
、

則
巻
之
、
少
膝
行
、
先
進
座
下
、
両
三
歩
也
、
後
以
右
手
及
手
置
人
々
懐
紙

上
、

（
ア

キ
マ

マ
）

〔
却

〕


名
可
向
御
前
正
也
、
然
而
聊
向

臨
期
忘
脚
、
遺
恨
〳
〵
、
但
室
町
殿
御
前
依

便
宜
沙
汰
之
、
不
可
為
例
々
々
々
々
、
次
逆
行
、
先
退
座
上
足
、
凡
常
ノ
膝
行
様
ニ

ハ
不
沙
汰
也
、
聊
微
令
沙
汰
也
、
見
代
々
御
記
、
親
王
関
白
以
下
至
室
町
殿

無
礼
、
人
々
同
之
、
経
本
路
退
出
、
今
度
候
北
方
、
随
便
宜
也
、
抑
自
北
可

進
出
条
、
可
宜
也
、
然
而
自
西
可
進
出
由
、
有
其
沙
汰
、
尤
以
無
謂
事
歟
、

（
三
条
西
公
保
）


（
実
量
）

〔
議
〕


武
者
小
路
前
内
府
・
三
条
前
内
府
、
以
上
入
儀
定
所
当
間
之
間
、
自
西
進
出

（
烏
丸
資
任
・
日
野
勝
光
）


条
可
然
事
歟
、
帥
卿
・
日
野
大
中
両
納
言
猶
自
北
進
出
、
臨
期
人
々
所
為
又

不
同
、
如
何
、
室
町
殿
御
起
座
時
、
人
々
動
座
、
次
帥
卿
蒙

天
気
、
着
読

師
円
座
、
次
召
講
師
、
雅
康
朝
臣
引
裾
参
進
、
正
不
着
円
座
歟
、
次
召
下
読
師
、

（
滋
野
井
）


教
国
朝
臣
参
進
、
候
読
師
傍
、
次
召
講
頌
人
々
、
日
野
大
納
言
・
新
大
納
言

（
冷
泉
為
富
）

令

・
飛
鳥
井
中
納
言
・
日
野
中
納
言
・
右
兵
衛
督
等
也
、
此
間
下
読
師
懸
重
懐

紙
退
出
、
次
読
師
取
最
末
懐
紙
、
披
置
文
台
上
、
文
上
当
講
師
、
次
講
頌
人
々

大
・

披
講
、
殿
上
人
一
反
、
参
中
納
言
・
参
木
・
散
三
位
二
反
、
関
白
・
大
臣
・

室

三
町
殿
三
反
也
、
事
了
帥
卿
取
懐
紙
、
置
文
台
下
、
次
室
町
殿
令
着
読
師
円

〔
動
カ
〕


〔
復
〕


御

座
給
、
人
々
同
座
、
講
頌
依
仰
不
覆
座
也
、
次
室
町
殿
目
目
飛
鳥
井
中
納
言
、

先

則
着
講
師
円
座
、
正
不
着
云
々
、
次
被
進

御
製
、
次
室
町
殿
披

御
製
、

令
置
文
台
上
給
、
講
師
一
反
見
下
シ
テ
読
之
、
次
第
披
講
七
反
也
、
末
二
反

高
講
之
、
其
詞
云
、

ス
ア
ラ
タ
メ


竹
不

レ
改

レ
色

ヲ
と
い
へ
る
事
ヲ
よ
ま
せ
給
や
ま
と
歌
と
読
之
、
又
臣
下
端

作
読
之
、
其
詞
云
、
夏
ノ
日
同
シ
ク
竹
不
改
色
ト
い
へ
る
事
ヲ
よ
め
る
や

五
位

ま
と
歌
、
殿
上
人
名
字
二
字
、
四
位
加
朝
臣
、
四
位
参
木
某
朝
臣
、
三
位

参
木
左
大
弁
藤
原
朝
臣
・
右
兵
衛
督
藤
原
朝
臣
、
権
中
納
言
藤
原
朝
臣
、

ク
ワ
ン
ハ
ク

シ
ユ
ン

ク
ウ

権
大
納
言
ヽ
ヽ
朝
臣
、
権
帥
藤
原
朝
臣
、
関
白
、
准
三
后
、
式
部
卿
親
王
、

サ
キ

ウ
チ

マ
ウ
チ
キ
ミ

又
大
臣
ハ
前
ノ
内
ノ
大
臣
、
如
此
読
之
、

〔
復
〕


雅
康
朝
臣
講
師
畢
候
講
頌
畢
、
次
人
々
覆
座
、
所
役
人
々
退
出
其
後
儀
不
伺

見
、
次

入
御
、
人
々
動
座
、
奉
行
取
懐
紙
、
所
役
殿
上
人
撤
文
台
以
下
云
々
、

於
常
御
所
有
一
献
、
関
白
・
親
王
御
方
・
室
町
殿
有
御
前
御
参
、
関
白
殿
御

（
庭
田
）

陪
膳
雅
行
・
教
国
等
朝
臣
也
、
帥
・
日
野
大
中
納
言
・
飛
鳥
井
以
下
、
少
々

令
参

候
御
前
、
及
暁
更
室
町
殿
御
退
出
、
人
々
退
散
、
予
御
前
御
前
、
無
為
珍
重

由
申
入
退
出
、
公
宴
初
度
参
懃
無
為
、
公
私
添
自
愛
気
味
者
也
、
珍
重
〳
〵
、

予
不
候
講
頌
条
、
無
念
事
也
、

一
、
散
状
雖
奉
載
親
王
、
臨
期
不
可
然
由
、
其
沙
汰
出
来
間
、
大
臣
関
白
以

下
載
云
々
、
永
徳
節
会
散
状
猶
不
載
申
云
々
、
今
度
晴
御
鞠
奉
載
公
卿
内

き
、
案
之
、
雖
載
申
、
公
卿
前
ニ
式
部
卿
親
王
ト
載
申
、
更
公
卿
ト
書
之

テ
関
白
以
下
可
書
歟
、
可
否
哉
、
如
何
、

一
、
御
次
第
依
仰
関
白
令
作
進
給
也
、

一
、
予
申
沙
汰
処
、
空
延
引
之
後
昇
進
間
、
頭
弁
資
世
朝
臣
申
沙
汰
了
、
近

例
無
之
、
古
今
定
有
其
例
歟
、
尤
無
念
至
也
、
散
状
以
下
続
左
、
○
今
見

エ
ス

一
、
打
敷
等
今
度
被
新
調
畢
、

一
、
御
装
束
様
、
今
案
御
沙
汰
也
、
予
依
仰
去
三
月
比
度
々
申
談
執
柄
畢
、

一
、
予
懐
紙
書
様
如
此
、
飛
鳥
井
中
納
言
相
談
畢
、
公
卿
時
高
檀
紙
、
高
サ

 

（ 

四
五 

）



一
尺
二
寸
五
分
、
或
三
寸
ニ
沙
汰
之
云
々
、
為
参
木
、
猶
代
々
二
寸
五
分

御
沙
汰
間
、
如
此
沙
汰
之
、
殿
上
人
一
尺
一
寸
五
分
計
云
々
、
先
備

叡

覧
、
被
直
下
畢
、
代
々
公
武
被
入
見
参
、
今
度
於
武
家
略
之
、

夏
日
同
詠
、
竹
不
改
色
、

和
歌
、

辨

参
議
右
大
弁
藤
原
綱
光

き
み

我
君
の
と
き
葉
の

御
代
を
ち
き
り
て
や

み
き

み
き
り
の
竹
の
色
は

そ
ふ
覧

」

○

十
八
日
戊
戌
、

晴
、
及
晩
甚
雨
、
早
旦
参
、
昨
日
御
会
無
為
由
申
入
之
、

�
�

◆
丁
酉
、
今
日

禁
裏
和
哥
御
会
也
、
題
、
竹
不
改
色
、

（
井

脱
）

（
雅

親
）

題
者
飛
鳥
中
納
言
、
御

（
貞
常
親
王
）

（
一
条
兼
良
）

人
数
、
式
部
卿
親
王
・
准
后

（

前
関
白

二
条
持
通
）


（
実
量
）

・
関
白
・
武
者
小
路
前
内
大
臣
・
室
町

（
正
親
町
三
条
実
雅
）
（
烏
丸
資
任
）


（
正
親
町
三
条
公
綱
）


（
勝
光
）

殿
・
帥
卿
・
日
野
前
大
納
言
・
三
条
大
納
言
・
飛
鳥
井
中
納
言
・
日
野
中
納

（
勧
修
寺
教
秀
）


（
実
右
）

為
富
（
冷
泉
）

右
大
弁
宰
相
（
広
橋
）


（
庭

言
・
左
大
弁
宰
相
・
小
倉
宰
相
中
将
・
右
兵
衛
督
・
綱
光
朝
臣
、
殿
上
人
雅

田
）

行
朝
臣
頭
中
将

奉
行
（
武
者
小
路
）

・
資
世
朝
臣
頭
左
中
弁

（
滋
野
井
）


（
飛
鳥
井
）


・
教
国
朝
臣
・
雅
康
朝
臣
、
講
師
雅
康

飛
鳥

朝
臣
、
読
師
帥
卿
、
御
製
講
師

（
井
脱
）
中
納

室
町
殿

言


、
読
師
室
町
殿
、

（
『
師
郷
記
』
〔
史
料
纂
集
本
に
よ
る
。
底
本
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
師
郷
自

筆
本
〕
）

（
武
井
和
人
）

２
続

十
首

和
歌〔
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
田
中
本
『
続
十
首
和
歌
』
（
Ｈ

－
七
四
三

－
一
〇
九
）
〕

①


続
十
首
和
歌

中享
冬禄

四

享
禄
四
年
十
一
月
十
日
於
伏
見
殿
御
張
行
、
予
被
仰
清
書
、
今
晩

逍
遥
院

へ
点
之
事
被
仰
了
、
同
十
五
日

ニ
被
遣
了

暁
雪

②


ふ
る
雪
も
し
ら
け
た
る
夜
や
暁
の

鳥
も
そ
ら
音
に
鳴
か
は
す
ら
む
菊

③


相
坂
の
杉
は
む
も
れ
て
山
か
つ
ら

か
け
の
た
れ
お
の
雪
は
ら
ふ
ら
ん
前
左

ひ
と
し
れ
す
積
り
し
雪
の
梢
よ
り

ま
た
夜
ふ
か
く
も
鳥
や
鳴
ら
ん

は

鳥
か
ね
の
き
こ
ゆ
る
空
は
天
の
戸
も

や
く
や
明
し
雪
の
光
に

④


鐘
の
声
鳥
の
な
く
音
も
う
つ
も
れ
て

雪
ふ
か
ゝ
れ
や
暁
の
空
言
継

＼ふ
る
雪
を
そ
ら
に
ま
か
へ
て
あ
け
ぬ
と
や

ま
た
き
に
鳥
の
初
音
鳴
ら
ん

長
雅

朝
臣

⑤


閨
の
う
ち
に
聞
も
さ
な
か
ら
暁
の

枕
ふ
り
う
つ
む
雪
の
音
か
な
梶

⑥


ま
き
れ
な
く
聞
そ
寒
け
き
風
ま
せ
に

雪
の
窓
う
つ
暁
の
声
桂

＼か
け
や
い
ま
ふ
ら
ぬ
か
う
へ
に
つ
も
る
ら
む

有
明
の
月
の
嶺
の
白
雪
御

（
破
損
）
※
以
下
同
〈
い
か
は
か
り
つ
も
る
□
か
見
〉
〔
伏
見
宮
本
〕
※
以
下
同


［
］
む
有
明
の

光
そ
ひ
た
る
庭
の
し
ら
雪

〈
お
き
出
て
ゆ
く
／
＼
跡
や
有
〉


［
］
明
の

月
に
お
と
ろ
く
雪
の
し
た
道

霜
の
色
に
ま
か
へ
ん
物
か
有
明
の

雲
の
名
残
の
う
す
雪
の
空

⑦


し
た
氷
る
床
の
ふ
す
ま
の
う
す
雪
も

な
を
暁
や
か
さ
ね
わ
ふ
ら
ん
隆

＼ふ
か
き
夜
の
雪
よ
り
出
る
鐘
の
音
や

枕
に
ち
か
く
さ
え
ま
さ
る
ん
公
範

朝
雪

＼い
つ
く
を
か
く
ま
と
も
見
ま
し
野
も
山
も

な
き
た
る
あ
さ
の
雪
の
う
へ
哉
桂

朝
な
〳
〵
か
せ
の
や
と
り
や
し
ら
雪
の

積
り
も
あ
へ
ぬ
庭
の
松
か
枝

⑧


朝
戸
明
て
簾
を
ま
け
は
四
方
も
猶

み
る
〳
〵
ち
か
き
山
の
は
の
雪
言
継

 

（ 

四
六 

）



朝
日
さ
す
影
に
う
つ
ろ
ふ
花
な
れ
や

な
へ
て
野
山
の
木
〻
の
白
雪

あ
さ
日
影
又
か
き
く
も
り
ふ
る
雪
に

遠
か
た
人
や
道
ま
よ
ふ
ら
ん

下
句
新
後
拾
遺
法
印
浄
弁
卯
花
の
か
き
ね
は
か
り
の
夕
月
夜
遠
方
人
の
道
や
ま
よ
は
ん
相
似
候
歟

と
へ
や
け
さ
ま
た
初
雪
の
消
や
ら
ぬ

跡
た
に
人
に
お
し
み
や
は
せ
む

⑨


と
は
る
へ
き
た
よ
り
も
し
ら
て
松
の
戸
は

明
る
も
や
す
き
峯
の
し
ら
雪
三
大

＼と
は
れ
す
は
誰
を
う
ら
み
ん
わ
か
宿
に

契
り
も
を
か
ぬ
け
さ
の
白
雪

隆
重

朝
臣

雪
は
は
や
け
さ
ふ
り
う
つ
む
庭
の
面
の

こ
ほ
ら
ぬ
程
を
と
ふ
人
も
か
な
」
一

鳥
の
音
も
う
つ
も
れ
は
て
ゝ
柴
の
戸
は

雪
に
明
や
ら
ぬ
今
朝
の
空
か
な

＼け
し
き
は
む
つ
ま
屋
の
梅
も
ふ
る
雪
に

も
て
は
や
さ
れ
て
明
る
色
哉
三

＼お
な

し
く

は
ふ

る
を

も
見

は
や

夜
の

程
に

は
れ

た
る

庭
の

け
さ

の
う

す
雪

今
出

川
大

納
言

＼九
重
や
つ
か
ふ
る
道
の
た
え
ぬ
世
も

あ
と
あ
る
雪
の
あ
し
た
に
そ
み
る

長
雅
朝
臣

＼心
あ
る
人
に
は
つ
け
よ
朝
ほ
ら
け

つ
り
す
る
船
の
雪
の
う
ら
波
源
中
納
言

夕
雪

さ
や
か
に
も
松
の
葉
ぬ
る
ゝ
夕
日
影

つ
も
ら
ぬ
雪
や
み
そ
れ
な
る
ら
む

残
り
つ
る
入
日
の
か
け
は
き
え
な
か
ら

夕
を
余
所
の
雪
の
松
か
枝

暮
渡
る
夕
を
残
す
雪
の
中
に

嵐
そ
さ
そ
ふ
入
相
の
鐘

夕
ま
く
れ
ふ
る
か
と
み
し
や
三
日
月
の

か
け
も
そ
れ
な
る
庭
の
初
雪

＼夕
月
夜
又
う
す
雪
の
木
の
間
に
や

心
つ
く
し
の
影
を
そ
ふ
ら
ん

公
範

＼暮
行
は
夕
ゐ
る
雲
も
そ
の
ま
ゝ
に

雪
に
た
な
ひ
く
遠
か
た
の
山

若

＼い
つ
と
な
き
色
と
も
み
え
す
夕
月
夜

さ
す
や
岡
へ
の
松
の
白
雪

今
出

川
大

納
言

〈
ふ
み
分
て
と
ひ
く
る
人
〉


⑩


［
］
の
夕
つ
く
日

さ
し
も
え
な
ら
ぬ
庭
の
白
雪
予

？

宿
〈
も
か
な
ゆ
ふ
狩
お
の
ゝ
〉


［
］
帰
る
さ
に

雪
を
吹
ま
く
袖
の
山
か
せ

＼真
木
の
戸
も
さ
ゝ
て
み
よ
と
や
し
は
し
猶

雪
の
光
の
く
れ
残
る
ら
む

源
中

納
言

木
か
く
れ
の
夕
さ
む
け
く
ふ
り
す
さ
む

雪
を
ね
く
ら
の
鳥
の
一
声

飛
鳥
の
む
あ
す
か
の
さ
と
の
ね
く
ら
を
や

雪
に
た
と
ら
む
夕
暮
の
空

ふ
る
雪
に
そ
れ
と
も
み
え
す
ね
く
ら
と
ふ

夕
山
か
ら
す
声
は
か
り
し
て

つ
も
り
て
は
名
た
ゝ
る
松
の
嵐
た
に

音
な
き
雪
の
暮
の
し
つ
け
さ
隆

夜
雪

ふ
る
ほ
と
の
お
ほ
つ
か
な
さ
も
う
は
玉
の

よ
の
ま
の
雪
は
明
て
こ
そ
み
め

＼を
の
つ
か
ら
よ
る
光
あ
る
玉
と
み
て

や
み
に
も
し
る
き
庭
の
し
ら
雪

御

木
か
ら
し
も
積
り
し
後
は
吹
た
え
て

し
つ
け
き
よ
は
の
雪
折
の
声

＼呉
竹
の
よ
の
ま
に
つ
も
る
白
雪
を

み
よ
と
や
つ
く
る
下
お
れ
の
声

言
継

朝
臣

吹
し
ほ
る
た
け
の
さ
枝
の
風
の
音
も

夜
ふ
か
き
雪
や
降
う
つ
む
ら
ん

は
ら
は
す
は
む
も
れ
い
た
し
や
篠
の
屋
の

一
夜
は
か
り
の
雪
に
た
へ
て
も

⑪


三
大

よ
る
と
な
き
み
か
き
の
雪
の
光
に
や

衛
士
の
た
く
火
も
消
て
み
ゆ
ら
ん
」
二

⑫


埋
火
の
き
え
す
は
と
思
ふ
夜
と
ゝ
も
に

雪
の
光
そ
我
命
な
る

世
と
ゝ
も
を
夜

ニ
用
事
有

沙
汰
事
候
歟

＼
み

る
歟

さ
よ
風
は
し
つ
ま
る
窓
に
音
す
る
も

そ
れ
か
と
雪
を
き
く
心
ち
し
て

源
中

納
言

夜
も
す
か
ら
月
の
光
も
ふ
る
雪
も

さ
や
か
に
み
ゆ
る
庭
の
面
か
な

＼て
る
月
の
影
も
光
も
う
す
く
こ
く

積
り
わ
け
た
る
庭
の
白
雪

三
＼か

け
な

か
ら

ふ
り

く
る

雪
は

さ
ゆ

る
よ

の
月

よ
り

ち
ら

す
光

と
や

み
ん

今
出

川
大

納
言

＼か
き
く
ら
し
ふ
る
と
も
わ
か
ぬ
よ
る
の
色
に

積
り
は
て
た
る
雪
の
さ
や
け
さ

公
範

あ
け
ぬ
ま
の
ふ
か
さ
あ
さ
ゝ
も
い
か
な
ら
ん

は
れ
や
ら
ぬ
雪
の
里
の
通
路

山
雪

山
さ
む
み
あ
ら
し
や
袖
に
ま
き
も
く
の

ひ
は
ら
さ
ひ
し
き
雪
の
色
か
な

玉
す
た
れ
あ
か
す
み
ゆ
や
と
ま
き
も
く
の

ひ
は
ら
の
雪
の
山
も
さ
た
か
に

⑬


ち
り
ひ
ち
の
山
と
な
り
し
を
思
ふ
に
も

雪
の
つ
も
る
は
限
り
こ
そ
あ
れ

＼み
し
春
の
花
も
を
よ
は
し
松
杉
も

雪
に
ま
し
ら
ぬ
御
吉
野
の
山
桂

わ
す
ら
れ
ぬ
春
と
秋
と
の
面
影
も

ゆ
き
の
う
へ
な
る
三
吉
野
の
山

＼
〈
山
と
り
の
お
の
へ
の
雪
に
〉


［
］
う
つ
も
れ
て

春
み
し
花
の
い
ろ
そ
へ
た
て
ぬ
三

〈
あ
さ
あ
ら
し
た
ゝ
く
北
〉


⑭


［
］
窓
お
し
あ
け
て

む
か
へ
は
雪
の
こ
し
の
白
山
御

＼ふ
も
と
な
る
吾
立
杣
の
小
野
の
里

雪
ふ
み
分
て
今
も
と
は
な
ん
御

 

（ 

四
七 

）



小
野
山
の
雪
に
ま
か
は
す
す
み
か
ま
の

煙
や
空
に
立
の
ほ
る
ら
ん

⑮


大
ひ
え
や
を
ひ
え
の
山
も
名
も
た
か
く

都
の
ふ
し
の
雪
を
な
か
め
て

は
ら
ひ
あ
へ
ぬ
雪
や
さ
な
か
ら
水
鳥
の

春
は
野
山
に
か
ゝ
る
白
波

⑯


公
範

明
渡
る
嶺
こ
え
て
行
か
さ
ゝ
き
の

つ
は
さ
に
ふ
れ
る
雪
や
み
ゆ
ら
ん

＼晴
そ
む
る
雲
間
さ
た
か
に
遠
か
た
の

山
よ
り
雪
は
あ
ら
は
れ
に
け
り

隆
重

朝
臣

＼こ
の
ま
ゝ
に
降
や
つ
ゝ
か
む
け
さ
の
間
は

高
ね
は
か
り
の
雪
の
遠
山
今
出
川
大
納
言

都
雪

四
方
に
ち
る
花
と
や
見
ま
し
鳥
か
な
く

関
の
こ
な
た
の
雪
の
曙

＼な
か
め
て
は
都
に
の
み
と
思
ふ
か
な

お
な
し
千
里
の
雪
の
曙
今
出
川
大
納
言

＼小
車
の
ひ
き
す
て
し
あ
と
か
下
の
帯
の

道
を
都
の
雪
の
曙

桂

見
わ
た
せ
は
一
色
香
に
ふ
る
雪
の

柳
さ
く
ら
は
春
の
錦
木

＼さ
き
出
し
花
の
都
の
面
か
け
を

ち
ら
さ
て
に
ほ
へ
木
〻
の
白
雪

源
大

納
言
」
三

と
は
れ
と
ふ
な
さ
け
の
色
も
都
行
く

人
の
心
の
道
野
へ
の
雪

お
も
ひ
や
る
さ
そ
な
こ
し
路
の
旅
の
空

か
ゝ
る
都
の
雪
を
み
る
に
も

ま
と
の
ひ
ま
む
か
へ
る
人
の
た
よ
り
に
も

都
の
雪
は
た
ゝ
に
や
は
み
る

心
あ
る
人
の
す
ま
ゐ
は
都
に
も

わ
き
て
や
雪
の
ふ
か
く
み
ゆ
ら
ん

た
れ
か
又
む
く
ら
の
宿
も
都
そ
と

な
く
さ
め
か
ね
て
雪
を
み
る
ら
む

＼わ
き
て
み
よ
お
な
し
都
の
家
〳
〵
に

雲
ゐ
に
ち
か
き
雪
の
曙
公
範

所
か
ら
こ
ゝ
は
都
の
玉
の
ち
り

玉
の
砌
に
み
か
き
な
す
ら
む

＼山
さ
と
は
め
つ
ら
し
け
な
く
ふ
る
雪
も

都
や
花
の
名
に
も
た
つ
ら
む
若

春
ち
か
み
梅
さ
き
出
て
た
か
や
と
の

雪
を
も
花
の
都
な
る
ら
ん

恋
天
象

大
空
も
き
は
め
は
あ
ら
む
た
と
へ
て
も

む
ね
に
み
ち
ぬ
る
思
ひ
も
そ
う
き

⑰


思
ひ
出
る
事
を
あ
ま
た
の
独
ね
や

霜
夜
の
空
に
消
て
か
な
し
き

＼さ
そ
は
れ
て
う
は
の
空
に
も
な
る
物
は

た
か
夕
暮
の
心
な
る
ら
ん

妙

〈
そ
れ
と
な
く
物
お
も
〉

［
］
ふ
比
は
大
空
の

月
に
こ
と
は
る
涙
も
ろ
也

〈
た
れ
な
ら
ぬ
人
人
の
〉

［
］
お
も
か
け
さ
そ
ひ
き
て

袖
に
や
月
の
や
と
り
と
ふ
ら
ん

恋
し
さ
の
た
れ
か
は
空
に
思
ひ
出
む

お
な
し
雲
ゐ
の
月
は
め
て
ゝ
も

＼逢
瀬
あ
ら
は
命
の
う
ち
の
一
夜
を
も

か
け
て
や
ま
た
む
天
の
川
波

御

か
さ
ゝ
き
や
か
け
し
を
思
ふ
契
り
さ
へ
身
を
う
き
中
の
橋
と
成
け
ん

風
の
う
へ
に
う
か
へ
る
雲
の
一
す
ち
も

我
中
そ
ら
に
め
く
り
あ
は
ゝ
や

う
つ
り
行
心
も
み
え
て
浮
雲
の

空
た
の
め
な
る
契
り
し
も
う
し

思
ふ
に
は
袖
そ
し
ほ
る
ゝ
あ
ま
雲
の

よ
そ
に
も
人
の
へ
た
て
行
身
を

う
き
秋
の
涙
に
な
り
ぬ
露
時
雨

わ
か
身
一
つ
の
袖
を
も
と
め
て

＼か
ひ
な
し
や
月
に
と
い
ひ
し
契
り
さ
へ

い
く
夜
涙
の
雨
に
な
す
む
ら
む

隆
重

朝
臣

た
の
め
つ
ゝ
待
夜
を
思
ふ
音
信
は

有
け
る
物
を
村
雨
の
空

恋
地
儀

お
も
ふ
に
も
恨
や
ふ
か
き
海
山
の

へ
た
つ
る
人
の
中
の
く
る
し
さ

＼
む

⑱
（
マ
マ
）

し
ら
せ
は
や
谷
の
も
れ
木

隆
重
朝
臣

⑲


色
か
へ
ぬ
な
ら
ひ
何
と
あ
さ
は
か
に

お
も
ひ
岡
へ
の
松
の
う
へ
の
露
」
四

誰
に
い
ま
し
か
ま
の
か
ち
路
事
と
ひ
て

思
ふ
人
に
も
あ
ひ
そ
め
て
ま
し

へ
た
て
あ
る
心
な
り
せ
は
関
も
り
の

う
ち
ぬ
る
ひ
ま
も
か
ひ
や
な
か
ら
む

た
か
里
と
し
ら
ぬ
行
ゑ
は
ま
よ
ふ
と
も

い
ひ
し
は
か
り
の
道
や
尋
ん

あ
は
れ
い
ま
思
ひ
ふ
る
江
の
み
を
つ
く
し

つ
く
す
心
の
し
る
し
と
も
み
よ

思
ひ
川
う
き
瀬
の
波
は
た
か
く
と
も

う
た
か
た
人
に
し
つ
み
は
て
め
や

＼恋
し
な
ん
命
も
け
ふ
か
あ
す
か
川

涙
の
渕
に
身
は
し
つ
み
つ
ゝ
源
中
納
言

⑳


袖
の
う
へ
に
た
え
す
な
か
る
ゝ
涙
川

身
に
は
逢
瀬
の
な
と
よ
と
む
ら
ん

な
か
れ
て
の
逢
瀬
も
し
ら
す
我
袖
に

思
ふ
い
も
せ
の
河
は
あ
れ
と
も

よ
と
ゝ
も
に
た
つ
波
か
せ
も
袖
の
う
ら

恨
や
ふ
か
く
身
を
く
た
く
ら
ん

行
末
の
人
の
契
り
は
あ
ら
か
ね
の

土
と
と
も
に
や
思
ひ
を
か
ま
し

 

（ 

四
八 

）



＼つ
れ
な
さ
の
人
の
心
を
思
ふ
に
は

く
る
ま
を
く
た
く
道
よ
り
も
う
き

三

雑
植
物

さ
そ
ふ
か
た
あ
り
と
も
お
な
し
水
の
う
へ
は

身
を
浮
草
の
跡
も
と
め
し
を

〈
か
ひ
な
し
や
か
く
と
は
〉

［
］
す
れ
と
和
哥
の
浦
に

玉
も
ま
し
ら
ぬ
浪
の
も
く
つ
は

〈
慈

照
院

贈
太

政
閣

下
百

首
〉

［
］
哥
に
い
た
つ
ら
に
か
く
も
は
か
な
し
和
哥
の
う
ら
や
玉
も
ま
し
ら
ぬ
浪
の
も
く
つ
を
当
座
覚
悟
候
間

猶
如
何
と
申
候

〈
を
の
つ
か
ら
人
し
〉


［
］
と
は
ね
は
わ
か
宿
も

蓬
む
く
ら
の
し
き
け
宿
か
な

木
か
ら
し
は
吹
も
た
ゆ
ま
ぬ
冬
の
峯
に

独
つ
れ
な
き
松
の
色
か
な

＼う
つ
ろ
は
ぬ
色
こ
そ
あ
ら
め
ふ
く
風
の

音
も
つ
れ
な
き
松
の
さ
ひ
し
さ
公
範

い
か
て
我
し
る
人
に
せ
ん
和
哥
の
う
ら

松
の
言
の
葉
風
の
す
か
た
も

さ
は
か
り
も
た
か
つ
く
り
な
す
枝
な
ら
し

道
な
き
峯
の
岩
か
ね
の
松



峯
遠
き
ふ
も
と
の
真
柴
ふ
く
か
せ
に

里
の
煙
は
打
な
ひ
き
つ
る

情
を
は
春
と
秋
と
に
わ
す
ら
れ
て

つ
ね
に
岩
木
の
陰
に
ふ
る
哉

＼春
秋
の
心
の
色
も
そ
れ
な
ら
て

哀
岩
木
の
身
は
ふ
り
に
け
る

御

春
秋
の
か
け
に
そ
た
の
む
花
も
み
ち

う
つ
ろ
ふ
色
に
身
は
ま
か
せ
つ
ゝ

み
か
き
な
す
庭
に
葉
か
へ
ぬ
玉
椿

八
千
代
の
陰
も
君
の
み
そ
み
ん

の
か
れ
き
て
す
な
ほ
成
せ
は
た
の
む
ら
ん

竹
を
籬
の
奥
の
山
住

＼君
そ
み
ん
う
へ
を
く
松
の
二
葉
よ
り

木
た
か
く
な
ら
む
千
代
の
行
末
若



雑
動
物
」
五

（
マ
マ

）

雑
動
物

＼い
つ
れ
と
は
君
や
さ
た
め
ん
鶴
亀
も

あ
ら
そ
ひ
は
て
ぬ
千
世
の
か
き
り
を

公
範

和
哥
の
浦
に
道
ま
な
鶴
の
鳴
声
や

雲
ゐ
に
お
な
し
友
し
た
ふ
ら
ん

暁
は
ま
く
ら
そ
は
た
て
聞
侘
ぬ

な
れ
も
や
老
の
友
つ
る
の
こ
ゑ

＼引
塩
の
跡
は
る
か
に
も
澄
の
ほ
る

月
に
お
し
ま
ぬ
あ
し
鶴
の
声
三
条
大
納
言

君
か
代
は
浜
の
真
砂
に
鳴
鶴
の

声
は
千
と
せ
の
数
や
そ
ふ
ら
ん

＼入
日
さ
す
み
き
は
の
木
陰
雨
晴
て

鷺
の
ゐ
る
江
の
水
の
は
る
け
さ

隆
重

朝
臣

白
妙
の
鹿
よ
き
ゝ
す
よ
い
ま
も
ま
た

出
る
時
代
に
か
は
る
へ
き
か
は

た
か
ね
こ
す
嵐
に
落
て
む
さ
ゝ
ひ
の

声
す
る
遠
の
里
の
さ
ひ
し
さ

つ
く

し
つ
か
な
る
ね
覚
に
そ
聞


か
ね
の

声
を
し
る
へ
に
鳥
や
鳴
ら
ん

哀
に
も
帰
り
な
れ
ぬ
と
暮
行
は

野
か
い
し
牛
の
家
路
も
と
め
て

い
つ
ま
て
か
な
れ
も
思
ひ
の
家
の
犬

さ
ら
ぬ
う
き
世
に
つ
な
か
れ
も
せ
む

〈
か
〉


［
］
け
深

〈
き
山
な
ら
ね
〉


［
］
と
も
さ
ひ
し
さ
は

ま
し
ら
な
く
な
る
夕
暮
の
声

風
寒

〈
み
巌
か
く
〉

［
］
れ
に
ゐ
る
猿
の

声
は
木
の
葉
に
う
つ
も
れ
そ
行

お
さ
ま
れ
る
世
に
事
と
は
む
桐
の
上
に

す
む
て
ふ
鳥
の
有
や
な
し
や
も

僻
案
愚
点
四
十
一
首

堯
空



入
道
式
部
卿
親
王
恵
空

御
四
首

源
中
納
言

庭重
田親

卿五
中
務
卿
親
王

持
明
院
宰
相

無

桂
貞
敦
三

隆
重
朝
臣

四
条
宰
相五

妙
法
院
座
主

妙
覚
胤
二

言
継
〻
〻
一

梶
井
宮
無

高
辻
式
部
□
□
□
□

若

邦伏
輔見

殿
若
宮三

長
雅
朝
臣
二

小
松
谷
本
願
寺

三
条

三

実前
香左

大
臣四

公
範

律六

三
条
大
納
言
公
頼
卿
一

今
出
川
大
納
言
晴
季
卿
五
」
六

（
酒
井
茂
幸
）

【
略

解
題
】

底
本
の
書
誌
に
関
し
て
、
『
目
録
』
に
以
下
の
記
載
を
見
る
。

【
数
量
】
写
本
一
冊

【
装
丁
】
紙
縒
仮
綴

【
表
紙
】
共
紙
表
紙

二
四
・
〇

×
二
一
・
〇

【
外
題
】
打
付
、
中
央
、
墨
書
「
続
十
首
和
歌

中享
冬禄

四」

【
本
文
】
一
四
行

字
高
二
〇
・
〇

 

（ 

四
九 

）



【
丁
数
】
表
紙
共
八
丁

【
奥
書
等
】
巻
尾
「
僻
案
愚
点
四
十
一
首
／
尭
空
」

【
備
考
】
冒
頭
に
「
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
十
一
月
十
日
、
於
伏
見
殿
御

張
行
。
予
（

＝
山
科
言
継
）
」
と
あ
り
、
状
況
が
知
ら
れ
る
。
表
題
は
「
続

十
首
和
歌
」
（
つ
ぎ
じ
っ
し
ゅ
わ
か
）
と
あ
る
が
、
形
態
上
は
続
歌
で
は
な

く
、
十
首
歌
会
で
あ
る
。
題
は
「
暁
雪
・
朝
雪
・
夕
雪
・
夜
雪
・
山
雪
・
都

雪
・
恋
天
象
・
恋
地
儀
・
恋
植
物
・
恋
動
物
」
。
こ
れ
を
各
題
ご
と
に
十
四

人
の
参
加
者
の
歌
が
並
ぶ
よ
う
に
編
集
し
、
清
書
す
る
の
が
言
継
に
課
せ
ら

れ
た
仕
事
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
を
逍
遙
院
（

＝
三
条
西
実
隆
。
「
尭
空
」

は
そ
の
法
名
）
に
届
け
て
合
点
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
末
尾
に
「
僻
案
愚
点

四
十
一
首

尭
空
」
と
あ
る
。
ま
た
合
点
歌
に
限
り
歌
の
下
に
一
字
名
な
ど

で
作
者
を
顕
わ
し
、
巻
末
に
そ
れ
を
集
計
し
た
点
取
表
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

出
席
者
は
入
道
式
部
卿
親
王
（
邦
高
親
王
）
、
中
務
卿
親
王
（
貞
敦
男
）
、
妙

法
院
宮
覚
胤
法
親
王
な
ど
伏
見
宮
家
の
人
々
を
は
じ
め
、
三
条
実
香
、
三
条

公
頼
な
ど
の
公
家
が
見
え
る
。
新
出
資
料
。
（
七
二
頁
）

『
川
瀬
目
録
』
に
は
「
続
十
首
和
歌

中享
冬禄

四

一
冊

34／
山
科
言
継
筆
。
紙
背

文
書
。
美
濃
本
。
箱
入
」
（
七
〇
～
七
一
頁
）
と
あ
る
。
筆
跡
か
ら
見
て
、
言
継

筆
と
す
る
川
瀬
説
は
首
肯
さ
れ
る
（
な
ほ
後
述
）
。

本
書
と
同
じ
内
容
を
有
す
る
伝
本
は
、
い
ま
一
つ
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文

庫
蔵
伏
見
宮
本
『
点
取
和
歌

冬伏
十見
首殿』

（
伏

－
五
七
九
）
が
知
ら
れ
る
。
該
書
は

既
に
、
石
澤
一
志
・
酒
井
茂
幸
・
武
井
和
人
・
日
高
愛
子
・
山
本
啓
介
「
室
町
期

歌
会
資
料
集
成
稿

－
釈
文
と
略
解
題

－
㈠
」
（
『
研
究
と
資
料
』
七
三
、
二
〇
一
五

・
七
）
に
て
、
釈
文
と
略
解
題
を
公
に
し
た
。
乞
参
看
。

ま
づ
、
該
論
文
に
お
け
る
瑕
疵
を
訂
正
し
て
お
く
。
「
夜
雪
」
題
終
は
り
近
く
、

「
か
け
な
か
ら
」
歌
と
「
あ
け
ぬ
ま
の
」
歌
と
の
間
に
、
以
下
の
一
首
が
あ
り
、

そ
れ
を
脱
し
て
し
ま
つ
て
ゐ
た
。

＼


か
き
く
ら
し
ふ
る
と
も
わ
か
ぬ
よ
る
の
色
に

積
り
は
て
た
る
雪
の
さ
や
け
さ

公
範

底
本
と
伏
見
宮
本
の
異
同
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（

①
～
㉑
は
、
本
文
中
の

注
記
箇
所
参
照
）
。

①
「
続
十
首
和
歌
～
被
遣
了
」

�
�
ナ
シ

②
「
菊
」

�
�
ナ
シ

③
「
前
左
」

�
�
ナ
シ

④
「
言
継
」

�
�
ナ
シ

⑤
「
梶
」

�
�
ナ
シ

⑥
「
桂
」

�
�
ナ
シ

⑦
「
隆
」

�
�
ナ
シ

⑧
「
言
継
」

�
�
ナ
シ

⑨
「
三
大
」

�
�
ナ
シ

⑩
「
予
」

�
�
ナ
シ

⑪
「
三
大
」

�
�
ナ
シ

⑫
「
に
」

の
ひ

⑬
「
ひ
」

�
�
ゐ

⑭
「
御
」

�
�
ナ
シ

⑮
「
も
」

�
�
の

⑯
「
公
範
」

�
�
ナ
シ

⑰
「
思
ひ
出
る
」
歌

�
�
ナ
シ

⑱
「
（
歌
句
闕
）
」

い
た
つ
ら
に
下
ゆ
く
水
の
た
え
ぬ
こ
ゝ
ろ
を

⑲
「
な
ら
ひ
」

�
�
な
ら
ひ
を

⑳
「
な
か
る
ゝ
」

�
�
な
か
れ
て

㉑
「
つ
る
」

�
�
つ
ゝ

 

（ 

五
〇 

）



㉒
「
雑
動
物
」

�
�
ナ
シ

㉓
「
つ
る
」

�
�
つ
ゝ

㉔
※
伏
見
宮
本
ノ
作
者
附
ハ
以
下
ノ
如
シ

御
詠

四
首

桂
三
首

妙
二
首

若
三
首

三
四
首

三
条
大
納
言

一
首

今
出
川
大
納
言

五
首

源
中
納
言

五
首

隆
重
朝
臣

五
首

言
継
朝
臣

一
首

長
雅
朝
臣

二
首

公
範

六
首

こ
れ
ら
の
異
同
の
検
討
、
両
伝
本
の
関
係
に
つ
い
て
の
詳
考
は
別
稿
に
委
ね
る

が
、
二
点
、
言
及
し
て
お
く
。

⑩
、
底
本
は
作
者
を
「
予
」
と
注
記
す
る
。
こ
の
歌
は
、
言
継
の
自
撰
家
集
『
拾

翠
愚
草
抄
』
に
、

夕
雪

ふ
み
分
て
と
ひ
く
る
人
の
夕
つ
く
ひ
さ
し
も
え
な
ら
ぬ
庭
の
し
ら
雪
（
三
八
二
）

と
見
え
る
言
継
歌
で
あ
る
。
以
て
、
本
書
の
筆
者
を
言
継
と
見
る
川
瀬
説
の
徴
証

た
り
う
る
と
判
断
す
る
。

底
本
、
伏
見
宮
本
、
い
づ
れ
も
、
闕
歌
・
闕
脱
箇
所
が
あ
り
、
親
子
関
係
を
想

定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
共
通
す
る
草
稿
が
あ
つ
た
と
見
る
他
あ
る
ま
い
。

（
武
井
和
人
）

３
天

文
廿

三
年

御
会

始

〔
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
田
中
本
『
天
文
廿
三
年
御
会
始
』
（
Ｈ

－
七
四
三

－
三
三
一
）
〕

天
文
二
十
三
年
御
会
始
（
外
題
）

（
補
入
）

天
文
廿
参
年
正
月
廿
日
御
会
初
也
（
端
作
題
）

梅
有
佳
色

右
大
臣
晴
嗣

な
へ
て
猶
か
は
ら
ぬ
色
に
契
置
て

幾
春
な
れ
し
や
と
の
梅
か
枝

大
納
言
兼
秀

四
方
に
今
朝
匂
ひ
も
色
も
ふ
か
き
江
の

み
な
み
に
か
す
む
梅
の
春
か
せ

権
大
納
言
永
家

さ
き
そ
ふ
る
色
も
匂
ひ
も
梅
の
は
な

ふ
か
き
め
く
み
の
春
を
見
す
ら
ん

按
察
使
言
継

や
と
に
先
待
え
し
春
の
う
れ
し
さ
を

色
に
も
出
て
さ
け
る
む
め
か
香

権
中
納
言
為
益

へ

秋
を
へ

（
上

書
）



む
菊
の
よ
は
ひ
の
開
そ
む
る

梅
こ
そ
根
さ
し
色
［
の

�
も
］
に
ほ
ひ
も

権
中
納
言
国
光

は
る
は
世
に
な
へ
て
の
花
の
色
も
か
も

さ
き
そ
む
る
梅
の
枝
に
見
す
ら
ん

参
議
平
時
長
」
一

い
ろ
な
へ
て
お
り
こ
そ
か
さ
せ
花
衣

九
の
か
さ
ね
の
八
重
の
む
め
か
え

右
衛
門
督
永
相

さ
き
そ
ふ
る
花
も
若
枝
の
や
と
の
梅

み
る
に
た
へ
な
る
色
香
を
そ
し
る

少
納
言
平
時
秀

春
こ
と
に
色
香
も
ふ
か
く
咲
梅
の

花
や
千
と
せ
の
か
さ
し
な
る
ら
ん

典
薬
頭
丹
波
朝
臣
頼
景

 

（ 

五
一 

）



色
〳
〵
の
さ
き
そ
ふ
梅
の
木
す
ゑ
よ
り

匂
ひ
を
四
方
に
春
か
せ
の
そ
ら

左
衛
門
尉
以
定

一
し
ほ
に
色
か
も
ふ
か
し
難
波
津
の

春
に
さ
か
へ
て
さ
く
や
こ
の
は
な

左
衛
門
尉
家
友

（
マ
マ
）
え

を
さ
ま
れ
る
御
代
の
ひ
か
り
に
は
る
を
猶

い
ろ
香
を
そ
ふ
る
庭
の
む
か
香

右
兵
衛
尉
良
」
二

い
く
春
か
ち
き
り
て
を
み
ん
君
か
代
に

花
も
色
そ
ふ
や
と
の
梅
か
枝

盛
友

君
か
代
の
か
は
ら
ぬ
春
に
開
花
の
色

色
猶
ふ
か
き
や
と
の
む
め
か
香

吉
綱

き
み
か
代
の
た
め
し
と
み
え
て
い
く
春
も

か
は
ら
ぬ
色
に
に
ほ
ふ
梅
か
枝

大
膳
権
大
夫
大
江
俊
直

の

春
こ
と
に
い
ろ
香
を
そ
へ
て
咲
山
の

花
こ
そ
君
か
か
さ
し
な
り
け
れ

右
衛
門
大
夫
長
治

（
マ
マ
）

い
く
と
せ
も
み
き
り
に
さ
け
る
梅
の
花

猶
色
色
そ
ふ
る
は
る
は
来
に
け
り

兵
部
大
輔
涼
藤
之

咲
そ
む
る
み
き
り
の
梅
の
ひ
と
き
よ
り

世
は
み
な
春
の
色
や
そ
ふ
ら
ん

准
三
宮
義
俊
」
三（
マ
マ
）

物
こ
と
に
あ
ら
た
ま
り
行
春
さ
く

老
木
の
梅
や
千
代
を
み
す
ら
む

阿
茶
麿

（
マ
マ
）

う
つ
し
う
へ
し
軒
は
の
梅
の
春
へ
て

か
は
ら
ぬ
色
に
さ
き
そ
匂
へ
る

沙
門
清
誉

二
葉
よ
り
に
ほ
ふ
木
な
れ
は
む
め
の
は
な

お
ひ
さ
き
し
よ
り
し
る
し
君
か
か
世
の
春

宗
養

き
み
か
た
め
根
こ
し
て
う
へ
し
梅
枝
も

風
ふ
か
ぬ
代
の
色
や
見
す
ら
ん

一
千
世
丸

咲
梅
の
色
を
お
も
へ
は
春
風
の

な
さ
け
は
あ
さ
き
に
ほ
ひ
な
り
け
り

紹
巴

花
と
い
ふ
花
の
こ
の
め
の
色
や
先

わ
き
て
梅
よ
り
な
ら
ひ
そ
む
ら
ん

如
本
う
つ
し
申
候
」
四

御
当
座

早
春

晴
嗣

春
き
ぬ
と
四
方
の
け
し
き
の
い
つ
し
か
に

か
す
み
わ
た
り
て
今
朝
は
み
ゆ
ら
ん

海
霞

国
光

も
し
ほ
焼
け
ふ
り
も
そ
ひ
て
い
せ
の
海
や

波
も
ひ
と
つ
に
か
す
む
浦
か
せ

梅
風

阿
茶
丸

咲
や
こ
の
花
と
も
ろ
こ
し
け
ふ
の
春

風
の
た
よ
り
に
匂
ふ
梅
か
枝

川
柳

永
家

（
マ
マ
）

春
風
の
む
ふ
も
と
く
も
川
つ
ら
に

水
の
み
と
り
の
青
柳
の
糸

帰
雁

言
継

い
か
に
せ
は
引
も
と
め
ま
し
梓
弓

帰
る
は
お
し
き
春
の
か
り
か
ね

春
月

時
秀

山
の
は
は
そ
こ
は
か
と
な
く
霞
つ
ゝ

お
ほ
ろ
に
出
る
春
の
夜
の
月
」
五

春
雨

家
友

そ
こ
と
な
く
山
は
霞
に
う
つ
も
れ
て

ふ
る
と
も
み
え
ぬ
春
雨
の
を
と

嶺
花

永
相

さ
く
と
み
し
高
ね
の
花
の
色
そ
へ
て

霞
そ
匂
ふ
明
ほ
の
ゝ
そ
ら

野
花

俊
直

人
め
な
き
か
け
野
の
末
も
春
は
た
ゝ

花
を
や
み
ち
の
た
よ
り
な
る
ら
ん

苗
代

万
代

 

（ 

五
二 

）



な
か
れ
く
る
花
の
名
残
や
お
し
む
ら
ん

苗
代
水
に
か
く
る
う
き
草

忍
恋

藤
之

を
の
つ
か
ら
つ
ら
さ
も
こ
と
に
出
や
ら
て

忍
ふ
に
ま
く
る
う
ら
み
と
を
し
れ

見
恋

頼
景

つ
ら
き
身
の
涙
は
袖
に
た
え
や
ら
て

見
し
面
影
そ
い
と
ゝ
恋
し
き
」
六

待
恋

宗
養

？

あ
ひ
み
て
の
わ
か
れ
な
ら
は
そ
な
く
さ
め
ん

ま
つ
こ
な
か
ら
の
鳥
の
初
声

逢
恋

長
治

逢
み
て
は
忘
ら
れ
か
た
き
行
へ
と
や

お
も
影
の
こ
す
し
の
ゝ
め
の
そ
ら

恨
恋

盛
友

数
な
ら
ぬ
身
を
し
思
へ
そ
つ
れ
な
き
も

な
に
と
う
ら
み
ん
こ
と
の
葉
も
な
し

山
家

良

陰
ふ
か
き
住
居
な
か
ら
も
柴
の
戸
に

問
来
る
人
は
な
を
そ
ま
た
る
ゝ

窓
竹

吉
綱

呉
竹
に
窓
う
つ
夜
半
の
風
の
音
や

月
も
く
も
ら
ぬ
時
雨
な
る
ら
ん

旅
宿

以
定

た
の
め
て
も
か
ひ
こ
そ
な
け
れ
知
し
ら
ぬ

か
り
寝
の
や
と
の
人
の
心
は
」
七

述
懐

紹
巴

わ
ひ
し
さ
の
我
身
ひ
と
り
は
世
中
の

お
さ
ま
る
時
そ
お
も
ひ
し
ら
る
ゝ

神
祇

義
俊

春
秋
と
わ
か
し
心
よ
春
日
山

お
き
ふ
す
鹿
に
あ
ら
ぬ
我
に
も

《
補
入
》

梅
有
佳
色

左
中
将
通
興

（
墨

滅
）

（
上

書
）



い
く

春
も

か
は

ら
ぬ

色
や

千
と

せ
■

［
ふ

る
�

を
］

も
袖

に
ふ

れ
つ

ゝ
に

ほ
ふ

梅
か

ゝ

天
文
廿
参
暦
正
月
廿
日
御
当
座
也

是
相
進
せ
し
申
ま
ゝ
か
き
申
候

？

は
し
な
会
子
に
て
御
有

（
八
行
分
空
白
）

天
文
二
十
三
年
五
月
五
日

別
」
八

こ
ゝ
ろ
こ
そ
心
ま
よ
は

す
こ
ゝ
ろ
な
り

心
に
こ
ゝ
ろ
〳
〵

ゆ
る
す
な

（
半
面
空
白
）
」
九

（
日
高
愛
子
）

【
略

解
題
】

底
本
の
書
誌
に
関
し
て
、
『
目
録
』
に
以
下
の
記
載
を
見
る
。

【
数
量
】
写
本
一
冊

【
装
丁
】
紙
縒
仮
綴

（
マ
マ
）

【
表
紙
】
共
紙
表
紙
、
但
し
墨
付
の
紙
料
と
は
別
料
紙
。

二
二
・
二

×
一

七
・
九

【
外
題
】
打
付
、
中
央
、
墨
書
「
天
文
二
十
三
年
御
会
始
」

【
本
文
】
九
～
一
一
行

字
高
一
七
・
〇
～
一
八
・
〇

【
丁
数
】
墨
付
八
丁

【
首
題
】
「
天
文
廿
参
年
正
月

御
会
初
也
」

【
奥
書
等
】
七
丁
ウ
「
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
五
月
五
日

別
」

【
極
等
】
川
瀬
目
録
・
室
町
末
期

【
備
考
】
「
御
会
始
」
と
あ
る
の
で
宮
中
や
仙
洞
の
会
の
よ
う
に
見
え
る
が

そ
う
で
は
な
く
、
近
衛
家
の
年
始
の
会
で
あ
る
。
題
は
「
梅
有
佳
色
」
、
そ

 

（ 

五
三 

）



の
後
に
当
座
の
続
歌
を
収
め
る
（
出
席
者
は
同
じ
）
。
主
催
者
は
冒
頭
に
位

置
す
る
「
右
大
臣
晴
嗣
」
で
あ
る
ら
し
く
、
後
に
改
名
し
て
近
衛
前
久
と
な

る
。
本
写
本
で
は
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
正
月
の
会
で
あ
る
こ
と
ま

で
し
か
わ
か
ら
な
い
が
、
参
加
者
山
科
言
継
の
『
言
継
卿
記
』
に
よ
り
、
二

十
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
近
衛
家
の
会
始
は
正
月
二
十
日
が
例
で

あ
っ
た
ら
し
い
）
。
廷
臣
た
ち
の
他
、
連
歌
師
の
宗
養
や
紹
巴
も
末
席
に
連

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
一
千
世
丸
」
と
あ
る
の
は
里
村
昌
叱
の
幼
名

で
あ
る
（
こ
の
時
十
六
歳
）
。
こ
れ
は
現
存
す
る
昌
叱
の
最
も
早
い
作
品
で

あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
従
来
『
言
継
卿
記
』
に
よ
り
出
席
者
の
大
略
の

み
が
判
っ
て
い
た
が
、
田
中
本
に
よ
り
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
新
資
料
。

（
一
三
六
頁
）

『
目
録
』
は
「
本
写
本
で
は
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
正
月
の
会
で
あ
る

こ
と
ま
で
し
か
わ
か
ら
な
い
」
と
す
る
。
厳
密
に
い
へ
ば
そ
の
通
り
だ
が
、
釈
文

に
も
示
し
た
や
う
に
、
端
作
題
に
「
廿
日
」
と
（
恐
ら
く
）
同
筆
で
補
入
さ
れ
て

ゐ
る
。
た
だ
「
廿
日
」
は
甚
だ
読
み
に
く
く
、
こ
れ
を
以
て
徴
証
と
す
る
の
は
や

や
躊
躇
さ
れ
る
が
、
念
の
た
め
に
指
摘
し
て
お
く
。

『
川
瀬
目
録
』
に
は
「
天
文
二
十
三
年
御
会
始

一
冊

96／
室
町
末
期
写
。
山

科
家
旧
蔵
と
推
せ
ら
れ
る
。
表
紙
の
墨
書
題
は
江
戸
末
期
筆
。
仮
綴
。
判
紙
本
」

（
五
八
頁
）
と
あ
る
。

以
下
、
関
連
す
る
史
料
を
摘
記
し
て
お
く
。

◆
廿
日
、
辛
酉
、
陰
、
八
専
、
�

�
○
近
衛
殿
御
会
始
之
間
申
刻
参
、
先
路
次
礼

に
罷
向
、

�
�
次
近
衛
殿
へ
参
、
御
人
数
大
覚
寺
殿
、
右
府
、
聖
護
院
殿
御

児
、
新
大
納
言
、
予
、
広
橋
中
納
言
、
永
相
朝
臣
、
時
秀
朝
臣
、
頼
景
朝
臣
、

俊
直
朝
臣
、
御
侍
衆
十
人
計
、
里
村
一
千
代
、
宗
養
、
連
歌
法
師
、
紹
巴
同
等

也
、
御
当
座
一
首
宛
有
之
、
次
俊
直
朝
臣
御
懐
紙
御
当
座
読
揚
了
、
次
御
盃

三
献
有
之
、
音
曲
等
有
之
、
夜
半
許
各
同
道
退
出
了
、
懐
紙
、

春
日
同
詠
梅
有
佳
色
和
歌

按
察
使
言
継

や
と
に
先
待
え
し
春
の
う
れ
し
さ
を
色
に
も
出
て
さ
け
る
梅
か
香

御
当
座
帰
雁
、

い
か
に
せ
は
引
も
と
め
ま
し
梓
弓
帰
る
は
お
し
き
春
の
雁
か
ね

（
『
言
継
卿
記
』
）

◆
十
九
日

�
�
御
く
わ
い
は
し
め
の
御
く
わ
い
し
と
も
。
い
つ
も
の
こ
と
く
ま

い
る
。

（
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
〔
続
群
書
類
従
完
成
会
本
に
よ
る
。
以
下
同
〕
）

（
武
井
和
人
）

 

（ 

五
四 

）



４
天

文
廿

四
年

御
会

〔
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
田
中
本
『
天
文
廿
四
年
御
会
』
（
Ｈ

－
七
四
三

－
三
三
二
）
〕

天
文
二
十
四
年
御
会
（
〔
現
〕
外
題
）

天
文
廿
四
年
御
会
（
〔
原
〕
外
題
）

甘
露
寺

経
元

（
貼
紙
）

（
半
面
空
白
）
」
一

詠
二
首
和
歌
（
端
作
題
）

山
残
雪

い
つ
ま
て
か
か
す
め
る
か
た
の
山
た
か
み

雪
を
け
た
し
と
さ
ゆ
る
朝
か
せ

寄
松
祝
君

君
は
君
と
は
か
り
代
々
の
跡
を
し
も

あ
か
す
も
松
に
ち
き
る
言
の
葉

春
日
詠
二
首
和
歌二
品
方
仁
親
王

山
残
雪

日
の
の
ほ
る
山
の
は
よ
り
も
一
む
ら
の

か
す
め
る
か
た
に
き
ゆ
る
し
ら
雪

寄
松
祝
君

と
も
に
へ
む
君
か
千
と
せ
の
色
そ
へ
て

春
に
い
く
度
あ
ひ
お
ひ
の
松
」
二

春
日
詠
二
首
和
歌式
部
卿
邦
輔
親
王

山
残
雪

消
の
こ
る
雪
を
も
花
と
み
や
ま
木
の

梢
つ
れ
な
き
春
と
し
も
な
し

寄
松
祝
君

お
さ
め
し
る
御
世
を
君
か
代
と
吹
か
せ
も

松
に
の
と
け
き
春
は
し
る
し
も

詠
二
首
和
歌

沙
門
覚
恕

山
残
雪

芳
野
山
な
を
あ
り
明
の
つ
れ
な
く
て

残
る
も
深
き
こ
そ
の
し
ら
雪

寄
松
祝
君

い
ま
よ
り
や
齢
を
君
に
ち
き
る
ら
し

お
な
し
砌
の
松
の
ゆ
く
す
ゑ
」
三

詠
二
首
和
歌

定
円

山
残
雪

所
か
ら
花
に
ま
か
へ
て
見
よ
し
野
の

山
さ
た
か
な
る
雪
の
む
ら
き
え

寄
松
祝
君

色
か
へ
ぬ
ま
つ
を
た
め
し
に
か
そ
へ
み
ん

君
か
老
せ
ぬ
万
代
の
春

春
日
同
詠
二
首
和
歌

従
一
位
藤
原
兼
秀

山
残
雪

き
え
や
ら
ぬ
山
の
は
み
え
て
春
さ
む
み

雪
よ
り
あ
さ
き
朝
か
す
み
か
な

寄
松
祝
君

こ
と
し
生
の
二
葉
の
ま
つ
の
か
け
た
か
く

つ
も
ら
ん
春
は
君
そ
か
そ
へ
ん
」
四

春
日
同
詠
二
首
和
歌

権
大
納
言
藤
原
永
家

山
残
雪

明
ほ
の
ゝ
空
の
匂
ひ
に
の
こ
り
て
や

雪
を
花
な
る
春
の
と
を
山

寄
松
祝
君

陰
た
か
き
み
さ
ほ
の
松
の
わ
か
み
と
り

君
か
め
く
み
の
程
を
み
す
ら
む

春
日
同
詠
二
首
和
歌

 

（ 

五
五 

）



権
大
納
言
藤
原
光
康

山
残
雪

は
る
に
は
や
心
ま
と
ひ
の
や
ま
へ
哉

花
か
あ
ら
ぬ
か
残
る
し
ら
ゆ
き

寄
松
祝
君

か
き
り
な
き
君
か
よ
は
ひ
に
ひ
か
れ
つ
ゝ

千
と
せ
の
松
も
万
代
や
へ
ん
」
五

春
日
同
詠
二
首
和
歌

権
大
納
言
藤
原
孝
親

山
残
雪

春
と
し
も
か
す
み
そ
か
ぬ
る
や
ま
た
か
み

ま
た
き
え
や
ら
ぬ
雪
の
ひ
か
り
に

寄
松
祝
君

か
そ
へ
つ
ゝ
松
の
千
と
せ
を
わ
か
君
の

よ
は
ひ
な
る
へ
き
か
け
の
木
た
か
さ

春
日
同
詠
二
首
和
歌

権
大
納
言
藤
原
季
遠

山
残
雪

よ
そ
は
み
な
春
日
に
消
て
比
良
の
山

又
め
つ
ら
し
き
こ
そ
の
ふ
る
雪

寄
松
祝
君

生
の
ほ
る
松
に
小
ま
つ
を
う
へ
そ
へ
て

つ
き
ぬ
千
と
せ
も
君
か
ま
に
〳
〵
」
六

春
日
同
詠
二
首
和
歌

権
大
納
言
藤
原
国
光

山
残
雪

や
ま
は
け
さ
又
む
ら
く
に
ふ
り
そ
め
し

面
か
け
残
る
は
る
の
し
ら
雪

寄
松
祝
君

ち
き
り
を
く
君
か
よ
は
ひ
は
久
か
た
の

く
も
ゐ
に
た
か
き
庭
の
松
か
枝

春
日
同
詠
二
首
和
歌

按
察
使
藤
原
言
継

山
残
雪

春
な
か
ら
日
の
さ
す
か
た
へ
か
た
わ
け
て

残
り
の
こ
ら
ぬ
雪
の
山
か
け

寄
松
祝
君

陰
た
か
き
松
の
葉
数
の
か
そ
ふ
と
も

限
は
し
ら
し
君
か
代
の
は
る
」
七

春
日
同
詠
山
残
雪
和
歌

権
中
納
言
藤
原
為
益

山
残
雪

深
山
き
の
こ
す
ゑ
も
は
る
は
ゆ
き
お
ち
て

う
つ
も
れ
そ
む
る
た
に
の
し
た
く
さ

寄
松
祝
君

を
の
つ
か
ら
ま
つ
を
た
め
し
に
ひ
き
く
れ
は

久
し
き
こ
ゝ
ろ
君
は
し
る
ら
ん

春
日
同
詠
二
首
和
歌

左
近
衛
大
将
藤
原
晴
季

山
残
雪

春
と
い
へ
は
つ
も
り
も
あ
へ
す
山
の
端
に

ふ
る
も
の
こ
る
も
雪
の
む
ら
〳
〵

寄
松
祝
君

い
く
か
へ
り
松
の
千
と
せ
の
す
ゑ
か
け
て

我
君
か
代
を
猶
か
そ
へ
み
む
」
八

春
日
同
詠
二
首
和
歌

神
祇
伯
雅
業
王

山
残
雪

と
し
ふ
か
き
山
路
の
雪
は
春
に
た
に

か
す
み
の
袖
に
お
ほ
ふ
と
そ
見
ゆ

寄
松
祝
君

百
敷
や
み
き
り
の
松
の
ふ
か
緑

た
ち
な
れ
け
り
な
君
か
世
の
は
る

春
日
同
詠
二
首
和
歌

参
議
右
近
衛
権
中
将
藤
原
公
古

山
残
雪

 

（ 

五
六 

）



む
ら
く
に
か
す
む
た
え
ま
は
吉
野
山

き
え
の
こ
る
雪
や
花
の
お
も
か
け

寄
松
祝
君

君
か
代
は
い
く
よ
ろ
つ
代
も
か
は
ら
し
と

四
方
に
よ
は
ふ
る
松
風
の
こ
ゑ
」
九

春
日
同
詠
二
首
和
歌

蔵
人
頭
右
近
衛
権
中
将
源
重
保

山
残
雪

き
え
の
こ
る
外
山
の
雪
は
春
て
し
も

わ
か
ぬ
は
か
り
に
さ
え
か
へ
る
空

寄
松
祝
君

わ
か
君
の
千
世
を
友
と
や
生
の
ほ
る

程
は
雲
ゐ
の
ま
つ
の
木
た
か
さ

春
日
同
詠
二
首
和
歌

右
衛
門
督
藤
原
永
相

山
残
雪

な
へ
て
い
ま
春
と
は
い
か
ゝ
山
深
く

か
す
み
か
く
れ
の
雪
の
む
ら
く

寄
松
祝
君

行
す
ゑ
の
か
き
り
を
い
は
ゝ
弥
た
か
き

松
に
そ
君
か
よ
は
ひ
ゝ
と
し
き
」
一
〇

春
日
同
詠
二
首
和
歌

左
近
衛
権
少
将
源
邦
富

山
残
雪

さ
え
く
し
か
せ
の
な
こ
り
は
春
と
た
に

石
木
の
山
に
残
る
し
ら
ゆ
き

寄
松
祝
君

我
き
み
の
よ
は
ひ
は
松
の
千
と
せ
と
も

春
に
立
そ
ふ
み
と
り
に
そ
し
る

春
日
同
詠
二
首
和
歌

右
兵
衛
佐
藤
原
氏
直

山
残
雪

け
ぬ
か
う
へ
に
ま
た
打
ち
る
や
日
の
ゝ
ほ
る

山
と
し
も
な
き
松
の
雪
か
な

寄
松
祝
君

こ
ゝ

ろ
に

を
ま

か
せ

は
て

ゝ
む

君
か

へ
ん

よ
わ

ひ
は

ち
よ

の
松

の
お

ひ
末

」
一

一

春
日
同
詠
二
首
和
歌

蔵
人
右
少
辯
藤
原
経
光

山
残
雪

空
さ
ゆ
る
と
を
山
さ
く
ら
さ
き
ぬ
へ
き

色
を
ふ
か
む
る
春
の
あ
は
雪

寄
松
祝
君

雲
の
う
へ
に
尽
ぬ
千
と
せ
の
君
か
代
を

松
に
さ
な
か
ら
ま
な
つ
る
の
声

春
日
同
詠
二
首
和
歌

右
衛
門
佐
橘
以
清

山
残
雪

春
に
け
さ
う
ら
ゝ
な
る
へ
き
山
か
せ
の

か
す
み
や
消
て
の
こ
る
し
ら
雪

寄
松
祝
君

君
に
あ
ふ
と
き
は
の
松
と
ち
き
り
て
や

い
く
万
代
の
は
る
も
限
ら
し
」
一
二

春
日
同
詠
二
首
和
歌

蔵
人
中
務
大
丞
源
為
仲

山
残
雪

と
き
そ
と
も
雪
に
は
見
え
ぬ
吉
野
山

か
す
む
や
春
の
立
と
な
る
ら
し

寄
松
祝
君

か
は
ら
し
と
松
の
ね
さ
し
を
う
つ
し
栽
て

す
む
て
ふ
君
か
世
を
あ
ふ
く
ら
し

天
文
廿
四
年
二
月
九
日
（
中
央
や
や
右
寄
り
に
）」
一
三

（
石
澤
一
志
）

【
略

解
題
】

底
本
の
書
誌
に
関
し
て
、
『
目
録
』
に
以
下
の
記
載
を
見
る
。

【
数
量
】
写
本
一
冊

 

（ 

五
七 

）



【
装
丁
】
紙
縒
仮
綴

【
表
紙
】
後
表
紙
、
墨
付
に
似
た
料
紙
、
二
七
・
〇

×
二
〇
・
四

原
表
紙
、
共
紙
表
紙

【
外
題
】
後
表
紙
、
打
付
、
中
央
、
墨
筆
「
天
文
二
十
四
年
御
会
」

原
表
紙
、
打
付
、
中
央
、
墨
書
「
天
文
廿
四
年
御
会
」

【
本
文
】
八
行

字
高
二
三
・
五

【
丁
数
】
原
共
紙
表
紙
共
、
墨
付
一
三
丁

【
奥
書
等
】
一
二
丁
「
天
文
廿
四
年
（
一
五
五
五
）
二
月
九
日
」

【
備
考
】
天
文
二
十
四
年
（
一
五
五
五
）
二
月
九
日
に
後
奈
良
天
皇
が
催
し

た
宮
中
歌
会
。
題
は
「
山
残
雪
・
寄
松
祝
君
」
の
二
題
。
冒
頭
の
無
署
名
の

歌
が
天
皇
御
製
で
あ
る
。
以
下
、
親
王
・
廷
臣
た
ち
の
歌
を
集
成
し
て
い
る
。

山
科
言
継
は
こ
の
歌
会
に
出
詠
し
て
お
り
、
そ
の
記
録
を
残
す
た
め
に
書
写

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
原
表
紙
に
「
甘
露
寺
経
元
」
と
墨
書
の
紙
片
貼
付
。

新
資
料
。
（
一
三
七
頁
）

『
川
瀬
目
録
』
に
は
「
天
文
二
十
四
年
御
会

一
冊

96／
天
文
二
十
四
年
山
科

言
継
筆
。
表
紙
の
題
は
江
戸
末
期
写
。
美
濃
本
」
（
五
七
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
や

う
に
、
両
目
録
と
も
言
継
筆
と
見
て
ゐ
る
。
言
継
自
筆
の
家
集
で
あ
る
阪
本
龍
門

文
庫
蔵
『
拾
翠
愚
草
抄
』
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
田
中
本
『
台
月
和
歌
集
』

の
筆
跡
と
比
ぶ
る
に
、
言
継
筆
と
見
做
し
て
良
い
や
う
に
思
ふ
。
な
ほ
、
貼
紙
に

見
え
る
「
甘
露
寺
経
元
」
は
、
本
歌
会
に
出
詠
し
て
ゐ
る
が
、
底
本
と
の
関
係
は

未
勘
。

本
歌
会
は
、
『
公
宴
続
歌
』
に
未
収
で
あ
り
、
他
に
伝
本
の
存
す
る
を
知
ら
ぬ

孤
本
で
あ
る
。
ま
た
、
『
続
史
愚
抄
』
に
も
記
載
が
な
い
。

以
下
、
関
連
す
る
史
料
を
摘
記
し
て
お
く
。

◆
七
日
、
癸
酉
、
天
晴
、
七
月
節
、
○
広
橋
亜
相
被
立
寄
、
明
後
日
禁
裏
へ
御
盃

令
沙
汰
之
間
必
可
祗
候
、
又
二
首
懐
紙
可
為
持
参
、
題
山
残
雪
、
寄
松
祝
君

之
由
被
示
了
、

（
『
言
継
卿
記
』
〔
続
群
書
類
従
完
成
会
本
に
よ
る
。
以
下
同
〕
）

○

九
日
、
乙
亥
、
陰
、
�

�
○
未
下
刻
参
内
、
予
和
歌
今
朝
称
名
院
へ
罷
向
談

合
、
則
令
清
書
、

春
日
同
詠
二
首
和
歌

按
察
使
藤
原
言
継
二
行
七
字
如
常
、

山
残
雪

寄
松
祝
君

春
な
か
ら
日
の
さ
す
か
た
へ
か
た
分
て
残
り
残
ら
ぬ
雪
の
山
か
け

陰
た
か
き
松
の
葉
数
の
か
そ
ふ
と
も
か
き
り
は
し
ら
し
君
か
代
の
春

親
王
御
方
御
懐
紙
計
被
進
、
御
不
参
也
、
被
参
之
輩
式
部
卿
宮
、
曼
殊
院
宮
、

広
橋
一
位
、
中
山
大
納
言
、
四
辻
大
納
言
、
広
橋
大
納
言
、
予
、
冷
泉
中
納

新
宰
相
中
将


言
、
右
大
将
、
伯
二
位
、
公
古
朝
臣
、
重
保
朝
臣
、
永
相
朝
臣
、
邦
富
朝
臣
、

氏
直
朝
臣
、
経
元
、
以
清
、
源
為
仲
等
也
、
先
於
御
三
間
公
卿
各
参
、
重
保

朝
臣
読
上
之
、
次
御
盃
参
、
各
番
衆
所
簾
外
に
、
祗
候
、
黒
戸
之
跡
舞
台
被

敷
之
、
伊
勢
守
淵
田
三
郎
左
衛
門
尉
父
子
、
河
村
民
部
、
窪
紀
介
、
其
外
沢

藤
亜
相
内

路
藤
次
郎
、
窪
新
右
衛
門
尉
、
同
弟
市
右
衛
門
、
地
下
人
両
人
鼓
大
小
、
太

鼓
、
狂
言
、
以
下
十
六
人
歟
参
、
小
う
た
ひ
其
外
七
番
狂
言
等
有
之
、
御
盃

数
献
参
了
、
予
夜
半
計
早
出
了
、
酉
下
刻
於
男
末
各
小
漬
了
、
御
陪
膳
右
大

将
、
両
宮
陪
膳
永
相
朝
臣
、
邦
富
朝
臣
、
以
清
等
沙
汰
之
、
女
中
衆
無
御
出
、

於
御
学
問
所
大
祥
寺
殿
、
岡
殿
、
安
禅
寺
殿
、
女
中
各
御
見
物
也
、

◆
九
日
。
ひ
ろ
は
し
大
納
言
申
さ
た
に
て
。
か
ね
て
よ
り
御
た
い
い
て
ゝ
。
二

し
ゆ
の
御
く
わ
い
し
ふ
し
み
殿
。
た
け
の
う
ち
と
の
。
う
大
し
や
う
。
み
な

〔
持
参
〕

み
な
お
と
こ
た
ち
ち
さ
ん
に
て
。
か
う
し
頭
中
将
。
か
う
し
は
て
ゝ
。
御
庭

 

（ 

五
八 

）



に
て
ふ
ち
た
う
た
は
せ
た
る
る
。
御
さ
か
月
七
こ
ん
ま
い
る
。
そ
の
ほ
か
お

さ
へ
物
三
。
御
お
り
五
か
う
。
御
さ
か
月
の
た
い
。
御
た
る
十
か
ま
い
り
て
。

御
ひ
し
〳
〵
と
御
き
け
ん
よ
く
い
ら
せ
お
は
し
ま
し
て
め
て
た
し
〳
〵
。

（
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
）

（
武
井
和
人
）

 

（ 

五
九 

）
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